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坂東山西遺跡
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第138図 グリッド出土土器(7)
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第2類（第137図30~38)

棒状や、円形の貼付文を施した士器を一括する。

a種（30• 31) 口縁から断面三角形の長い棒状貼

付文が垂下する上器である。地文には半載竹管による

集合沈線文を横位に施文する。

b種 (32• 33) 短い棒状あるいは耳たぶ状の貼付

文と、円形貼付文を交互に施した土器である。

33は、円形貼付文に円形剌突文を加える。地文は斜

行する条線文である。

c種 (34~36) 条線文を施した胴部に豆状貼付文

を施した士器である。

d種（37・ 38) 口縁部破片で、直線的に外反する

器形が考えられる土器である。2個一対の円形貼付文

を任意に施す。

37は、口縁と口縁直下に、半載竹管を強く押し引き、

半浮線化した結節文を施し、さらに垂下する結節文を

加える。38は、口縁に剌突状の結節文を施す。地文は、

半載竹管による条線文である。

第3類（第137図39~51、第138図1~19)

地文の条線文上に結節浮線文を貼付した土器である。

結節浮線文は、細い粘土紐を半載竹管で強く押し引

いて作出する。

a種（第137図39~41) 深鉢形土器の口縁部破片で

ある。日縁上に結節浮線文が廻り、半載竹管を 2回押

し引いただけの短い結節浮線文を、器面全体に縦位で

貼付する土器である。

b種（第137図42~49、第138罰12• 13) 複数条の

平行する結節浮線文を、斜めあるいは曲線的に施す土

器である。日縁上にはa種と同様に結節浮線文を施し、

さらに口縁直下に 1、2条の結節浮線文が廻る。

c種（第137図50・51、第138図1~11) aあるいはb種

の胴部にあたる士器である。短い結節浮線文を貼付する。

d種（第138図14~19) 極細の結節浮線文を密に施

し、双環状の文様を描出する土器である。

15・ 17・ 18は粘土紐より幅狭の半載竹管を使用して

いる。

坂東山西遺跡

第4類（第138図20~23)

極細の半載竹管を 4、5本束ねたものを施文具とし

て、集合結節沈線文を作出し、渦巻状や鋸歯状文を描

出する土器である。21• 23は印刻文を加える。

第5類（第138図24~26)

小破片であるが、器面に扶るような剌突を加えた土

器である。挟り取った粘土が刺突文の縁に盛り上がる。

第6類（第138図27)

貝殻腹縁文を縦位に施した土器である。腹縁の支点

をずらしながら連続施文する。

第7類（第138図28~57)

櫛歯状工具や、半載竹管を使用して条線文あるいは

集合沈線文のみを施文した土器をまとめる。

a種（29~31) 口縁部破片を一括する。

29は、条線文を、口縁から縦位に単純に施文する。

28 • 30 • 31は、日縁から条線文が斜行し、その下位に

は斜め、あるいは曲線的に条線文を配している。

b種 (32~42・44~48) 胴部破片の中で、器面全

体を使い、条線文が大きく斜行し、鋸歯状文を描出す

る土器である。32• 33は縦位に施文する。

c種（43• 49~53) 横走する条線文が器面を区画

し、鋸歯状文を描出する土器である。

53は、波状口縁の波項部に近い部位の破片である。

49は、縦位に条線文を施文する。

d種 (54• 55) 器面分割した区画内に、縦位に対

向する弧線文を施文した土器である。

e種 (56• 57) 三角印刻文を施した士器である。

56は口縁部破片で、複合口縁の肥厚部に連続して三

角印刻文を施し、鋸歯状文とする。 57は、条線文で~

歯状文を描出し、残った空間に印刻文を加える。

第8類（第138図58~75)

縄文施文の土器を一括する。

a種 (58~64) 口縁部破片を一括する。

58~63は、平縁で、複合日縁となる土器である。

58~62は、肥原部まで縄文を施文し、三角印刻文を連

続して加える。 63は、縄文RLを縦位に施文する。64

は、文様が剥落して不確かであるが、断面三角形の隆
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第139図 グリッド出土土器（ 8)
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帯で、口縁直下に楕円区画文をつくるものと思われる。

一部残る隆帯上にまで縄文を施す。

b種 (65~75) 胴部破片を一括する。

結束羽状縄文を施文するものが主体である。

第9類（第138図76~79、第139図1~13)

無文土器を一括する。

a種（76~79、1~6) 器内外面に粗い整形痕を

残す土器である。

76 • 77は、同一個体と思われ、外反した頸部から、

屈曲して口縁部が内傾する器形である。

b種（10~13) 底部破片である。底部が張りだし、

屈曲して開く器形である。

13の底面には、丸棒状の施文具による刺突文が加え

られている。

c種 (7~9) 本来無文土器ではないが、文様を

磨り消した痕跡が認められることから本類に含める。

7は条線文か縄文を、 8は浅く施した縄文Lを磨り消

したようである。 9は、途切れ途切れの沈線文が、格

子目状の文様に思われる。

第VI群土器（第139図14~16)

中期及び後期の上器を一括する。

第1類（14)

五領ケ台式土器である。頸部から胴部上半の大型破

片で、橋状把手を備えていたものと思われるが、剥落

する。刻みのある隆帯で口縁部と胴部の文様帯を区画

し、 2条単位の平行沈線文で文様を描出する。また平

行沈線文に沿って連続刺突文を加えている。地文は縄

文RLである。

第2類（15)

勝坂式土器の日縁に近い部位の破片である。内湾曲

した口縁部無文帯下に、爪形文を施した隆帯で、楕円

区画文を構成する。

第 3類 (16)

堀之内式土器の頸部破片である。横走する沈線文上
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第140図 グリッド出土石器(I)
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第141図 グリッド出土石器(2)

口
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に 「8」字状の貼付文を施す。

石器（第140• 141図）

第30表 グリッド出土石器観察表

表採した石器には石鏃、打製石斧、磨石などがある。

詳細は観察表（第3愧ミ）に示す。

番号 器 種 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石 質 備 考

140図ー1 石 錯 (1. 55) 1.36 1.34 (0.42) 黒曜石 FOl区
-2 石 錨 1. 79 1. 7 0.44 0.92 チャート F5区
-3 石 鏃 (1. 95) (1. 55) 0.34 (0. 72) チャー ト F5区
-4 石 鏃 2.18 1.24 0.45 0.87 チャー ト FOl区
-5 石 錨 (2.58) 2.24 0.36 (1. 38) チャート
-6 石 錐 (3.37) (1. 73) 1.05 (4.3) チャート
-7 打製石斧 7.5 5.2 2.5 122.0 ホルンフェルス

-8 打製石斧 10.8 4.2 1.9 1,375.0 砂岩 J6区

-9 打製石斧 9.4 3.85 1.4 66.0 ホルンフェルス

-10 打製石斧 9.0 4.2 1. 7 83.0 砂岩 D2区
-11 打製石斧 (7.6) 4.2 1.2 (88.0) ホルンフェルス

-12 打製石斧 (8.3) 3.4 2.0 (70.0) 砂岩

-13 打製石斧 (7.9) 4.4 1.95 (77.0) ホルンフェルス
-14 石 皿 (28.7) (15.1) 6.5 (4,410.0) 砂岩 H5区、赤化

141図ー1 磨 石 (8.3) (4.3) (2.1) (110.0) 礫岩 G6区
-2 磨 石 10.9 9.2 4.5 677.0 砂岩 H5区

-3 磨 石 (6.7) (6.45) (2.1) (121.0) 砂岩

-4 磨 石 13.5 10.9 5.4 1,120.0 閃緑岩
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坂東山西遺跡

3 平安時代の遺構と遺物

(1) 住居跡

第 2号住居跡（第142• 143図）

L7・8区、調査区の南側斜面で、半壊したカマド

を2基検出した。南北方向に並列したカマドは、掘り

方を残るだけであった。つくり替えを行なったことが

第142図第 2号住居跡 ＼へ＼
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考えられ、残存状況から北側のもの力咲斤しい。

カマドの向きや、遺物の出土状況などから判断して、

平面の形状が方形で、東壁にカマドを備えた、 一辺4

mの住居を想定した。

遺物は、カマド周辺からややまとまって出土した。

SJ 2 カマド 1
_f,__ 106.1 5 __A 

SJ 2（カマド 1)

1 暗褐色土：粘性、堅緻

2 暗褐色土：焼土粒子、粘性、堅緻

3 暗褐色土：焼土

4 暗褐色土：焼土多、粘性、堅緻

5 黄褐色土

カマド 2
B B' 

3 2 償乱

SJ 2（カマド 2)

1 黒褐色土：焼土粒子多

2 黒褐色土 ：焼土プロック

3 黒褐色土：焼土粒子
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第31表 第 I• 2号住居跡出土土器観察表

番号 器 種 口径(cm) 器高(cm) 底径（cm) 胎 上 焼成 色調 残存 備 考

143図ー1 i不 12.6 3.9 4.6 WB礫 B にぶい橙 95 回転糸きり未調整、酸化焔

-2 杯 (14.0) w礫 B 橙 40 酸化烙

-3 高台付椀 5.8 WB礫 B 褐 10 回転糸きり未調整、酸化焔

-4 甕 (12.6) w礫 B 淡褐 20 酸化焔

第32表 第 2号住居跡出土瓦観察表

1番 号 国lj1鴎 cm)1購（cm)1長さ(cm)1厚さ（cm)1胎土仮叫色調 1残存

143図ー5平 ― - -2.8 

-6丸 ―--1. 5 

凹

A, B, C, Fl II 赤橙 破片布目 14Xl4本

A,B, C I II 淡褐 破片布目 20X21

面 凸

縄目 9本

箆調整

面 端面 I側面

箆ケズリ
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(2) 遺物集中地点（第144• 145 • 146図）

国道を挟んだ西側の調査区南端で、遺構らしき落ち

込みを確認し、住居跡を想定して精査した。

遺物や焼土を検出したものの、最終的に壁の立ち上

がりや、床面、カマ ドなどを確認することはでなかっ

た。また調査区の外れであったため、全体像の把握が

難しかったことや、攪乱を受けていたこともあって、

結果的に土壊状の不定形な掘り込みを検出しただけに

とどまった。

第145図 遺物集中地点出土土器
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第33表 遺物集中地点出土土器観察表

番号 器 種 日径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 胎土 焼成 色調 残存 備 考

145図ー1 杯 1. 2 3.4 (4.8) WB礫 A 暗灰 60 回転糸きり未調整
-2 杯 (11.6) 3.4 (5.6) WB礫 A 灰 30 回転糸きり未調整
-3 杯 (12.2) 4.3 5.7 WB礫 B 灰白 60 回転糸きり未調整
-4 杯 14.8 4.9 5.0 WB礫 B 淡褐 90 回転糸きり未調整、半遠元
-5 高台付椀 (7.8) WB礫 B 淡褐 10 内面黒色研磨、酸化焔
-6 甕 8.4 B礫 B 褐 10 回転糸きり未調整、半遥元
-7 甕 (24.2) WB礫 B 灰褐 5 半還元
-8 高台付鉢 29.2 11. 7 (9.8) WB礫 C 茶褐 70 回転糸きり未調整、半還元
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第146図這‘牟物集中地点出土瓦
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第34表 遺物集中地点出土瓦観察表

1 番号国lj1亭）1隣（cn)1長さ（呵)1厚さ (cm)1胎土 h創色調 1四石 瓦当面

146図ー1|軒平I-I -I -l-3.0 IA,B,C,FI II I橙 破町箆状工具による縦の沈線

<
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口
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曲線顎
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口罪、計胤11不能縄目12本

1:6図］言I四:I□I□I言/：□1：王［］了I云調1至I:]1；：x：苔；：店土紐：妾合甘Ii指ナデI：；こI:：面 は百[5]:::
(3) グリッド出土の瓦（第147• 148図）

国道を挟んだ西側の調査区で、 D・E・F区を中心

に瓦片が出上した。また第2号溝からは、荏原郡の「荏」

第35表 グリ ッド出土瓦観察表

番号 種別 譴 cm)臨 cm)長さ(cm)厚さ (cm) 胎上 櫛反 色調 残存

147図ー1丸 1. 2~1.5 A,B,C,F III 淡褐 破片

-2 丸 1.6 A,B,C,F II 淡褐 破片

-3 丸 1.3~1.5 A,B,C I 灰 破片

-4 丸 1. 2~1. 7 A,8,C,F II 淡褐 破片

-5 丸 1.2~1.4 A,B,C,F II 淡褐 破片

-6 丸 1.6 B,C ］ 淡青灰 破片

-7 丸 0.8~1.0 A,B,C,F III 淡褐 破片

-8 平 1.3 A,B,C II 黒灰 破片

-9 乎 1.4~2.3 A,B,C,F II 淡橙 破片

-10 平 1. 7 A,B,C,F II 橙 破片

-11 平 2.1 A,B,C,F II 黒～淡褐 破片

を型押した郡名瓦が出土した。

以下詳細は、第35• 36表の瓦観察表に示す。

凹 面 凸 面 端面

布目 15Xl5本周辺箆調整 格子 箆調整

布目 19Xl8本側辺箆調整 縦方向の箆ケズリ 箆調整

布目 13Xl5本周辺箆調整 箆調整

布目 14Xl7本 箆調整

布目 18Xl6本側辺箆調整一部指ナデ 横方向の箆調整 箆調整？

布目 22X (24)本 縄叩き後箆調整 箆調整？

薮痕

布目 16X 15本周辺箆調整 横方向の箆ケズリ

布目 15Xl5本 格子叩き

布目 10Xl2本 格子叩き

布目 15X 15本 格子叩き

布目 14Xl4本 格子叩き
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側面

箆ケズリ

箆調整

箆調整

箆調整

箆調整

箆調整

箆調整

箆調整



第36表 グリ ッド出土瓦観察表(2)

番号 種別 鴎cm)j燐（cm)長さ(cm)厚さ (cm) 胎土 焼成 色調 残存 凹 面 凸 面 端面 側 面

148図ー1平 1.6 A,B,C,F II 赤橙 破片 布目 9Xl2本 格子叩き

-2 平 2.0~2.3 A,B,C,F II 橙 破片 布目 12X (12)本 格子叩き 箆調整

-3 平 2.2 A,B,C,F II 淡渇 破片 布目 12Xl3本 格子叩き 箆調整 箆調整

-4 平 2.2 A,B,C,F II 赤褐 破片 布目 16Xl8本 一部ナデ 格子叩き

-5 平 1.6 A,B,C,F II 淡褐 破片 布目 16Xl8本 格子叩き 箆調整 箆調整

-6 乎 1. 9 A,B,C.D,F II 淡褐 破片 布目 18X25本枠痕 格子叩き 箆調整

-7 平 2.0 A,B,C,F II 淡褐 破片 布目 13Xl4本 格子叩き 箆調整 箆調整

-8 平 2.2~2.5 A,B,C I 明灰 破片 布目 18Xl9本 周辺箆調整 格子叩き「荏」 箆調整

-9 平 1.6~1.9 A,B,C,F II 淡褐 破片 布目 15Xl6本 縄目 13本 箆調整

-10 乎 1. 9~2.3 A,B,C,F II 淡褐 破片 布目 17Xl5本 縄目 12本

-11 乎 1.4~2.4 A,B,C,F II 淡褐 破片 布目 llX 9本 縄目 9本 箆調整

-12 平 2.0 A,B,C,F II 暗灰 破片 布目 21X22本 縄目 9本棒状圧痕
-13 平 2.0 A,B,C I 暗灰 破片 布目 33X30本 一部ナデ 縄目 9本 箆調整 箆調整

-14 平 2.0 A,B,C,F II 黒灰 破片 布目 18Xl8本 縄目 9本

-15 平 1.6 A,C II 白灰 破片 布目 15Xl3本 縄目 9本 箆調整 箆調整

第147図 グリ ッド出土瓦(I)
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第148図 グリッド出土瓦(2)0疇99疇墨笠＇：：｝口□ ’鬱磁 ， 、ロ

坂東山西遺跡

恙
謬
3

ゞ
J
也

~§
i
‘
 

ぷ

姿

＇

｀

こ
応
璽
f

応
応
墨

店
鴎

．
 

ロ
ロ
ロ
‘
、

斎
麿
｀
ロ
口
]

□
口
〖
卜
｀

8

忍
乱
し

羹

[
]
□
9
 

、ロ¥・r 
4

ぶ
知
咄
〗

-『

ぢ
5
]

真

讐

望

厨

喜

口

ヽ
i
1
、

舟

叶

畠

9

t

z

7

 

界
に
さ
[
‘
J

ら籾n
 

2
 

[
 

.̀‘,‘し

,ぃ

d
(
9

,

1

”

 
A
 ”
 

麿

迎ロ島
二
ぷ氣`,9

,
,'し

t
此
堪
軋
'

科
か
＇
~
f

心＂サリ

U

9
‘
9‘

i
'9
9
,
・9

/
’
 

Y
屯

淋
rl
し
1
,
.

叫

□

9
n
y
 

朽

齋

直

ー

4
バ
い
しロ

斤0―`口、＇`［言言 10

｛＼ニ

こ

：元蕊攀r,,
]尋／
ロニニ

S

、

悶
灼
・tH

.
1
1

・ヽ
3

尻
祝
署
應
嘉
'

言
鸞
喜

員
言
｛

g
塁
嘉
贔
鸞□
 

10cm 

-193-



4 中世以降の遺構と遺物
(1) 溝（第149図）

丘陵肩部で、等高線に沿って、 2条ないし3条の溝

第149図 第4• 6号溝

跡が平行して伸びていた。

第1、2号溝は調査区北側の、第4、5号溝は調査

|
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1 暗褐色土：ローム粒子少

2 暗褐色土：ローム粒子多、炭化物粒子微

3 暗黄褐色土：ローム粒子多、ロームプロック

4 暗黄褐色土：ローム土・褐色土混合

5 暗褐色土 ：ローム粒子少

6 暗褐色土 ：ローム土多

7 暗褐色土：ローム土

8 暗黄褐色土 ：ローム土多

第150図 第4号溝出土板碑
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区南側の丘陵肩部を、東西方向に走る溝である。形態

的はよく類似しており、幅1~1.5m、深さ0.5m、断

面形は、傾斜の緩やかな薬研掘りである。

西側の調査区で発見した第6~9号溝は、地形に合

わせて、東西方向から南北方向へ直角に曲がっており、

区画を意図した性格が窺われる。

図示した第4号溝の下層からは、板碑（第150図）が

出土しており、また、後述する第5号集石は、第6号

溝の上につくられたものである。時期を特定する材料

となろう。

第150図の板碑は、下半部を欠損する。主尊種子は、

キリーク、蓮座をもち、 二条線を施す。寸法は、長さ

30cm、幅18cm、厚さ2.5cmである。

(2) 集石

発見した5基の集石からは、種類は特定できなかっ

たが、骨片を検出した。また、縄文時代の打製石斧や、

平安時代の瓦片が出土しており、礫に混じって拾い集

められたものであろう。

第1号集石（第151図）

D3区、調査区中央の平坦部北寄りに位置する。平

面の形状は円形で、集石下に浅い掘り込みをもつ、集

石土壊である。規模は、長径0.65m、短径0.60m、深

さ0.05mである。

長さ 5~20cmの礫が84点出土し、その大半が、火熱

により赤化していた。

坂東山西遺跡

第2号集石（第151図）

F4区、第1号集石から南東へ約20m離れて位置す

る。平面形状が方形の集石土壊である。規模は、長径

1.60m、短径0.65m、深さ0.05mである。

長さ 5~15cmの礫が30点余り出土し、その大半が赤

化していた。

第3号集石（第151図）

FOO区、国道を挟んで西側の調査区に位置する。平

面形状が楕円形の集石土壊である。規模は、長径0.63

m、短径0.38m、深さ0.07mである。

長さ10cm前後の礫が20点余り出土し、その大半が赤,---
化していた。

第4号集石（第151図）

FOl区、第3号集石から西へ約2m離れて位置する

平面形状が円形の集石土壊である。規模は、径0.42m、

深さ0.10mである。

長さ10cm前後の礫が20点余り出土し、このうち6点

の礫が赤化していた。

第5号集石（第151図）

EOl区、第4号集石から北へ約3m離れて位置する。

平面形状が楕円形の集石土壊である。規模は、長径0.

50m、短径0.19m、深さ0.05mである。

長さ10cm前後の礫が30点余り 出土し、このうち 5点

の礫が赤化していた。

第151図第 1~5号集石
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(3) グリッド出土の遺物

第152図1は、 FOl区で出土した内耳鍋である。復元

可能な一括個体で、寸法は、口径30.2cm、器高17.0cm、

底径18.2cmである。底部は平底、胴部はやや曲線的に

に立ち上がり、日縁部は屈曲して内湾ぎみに開く器形

である。口縁部内面の位置に2箇所、対向して橋状の

耳が貼り付けられている。

器面はナテ調整されており、口縁部と内面は横ナデ、

第152図 グリッド出土遺物

第37表遺構番号新旧対照表

胴部は縦ナデである。器外面は風化が顕著で、部分的

にススが付着する。

胎土には、 黒色粒子と礫を含み、焼成は並み、色調

は灰黒色から灰色である。

時期は、 15世紀後半であろう。

2は、表採した「寛永通費」で、銭径22.90mm/23.30

mm、銭厚0.80~0.90mm、量目1.37gである。

2.5cm 

10cm 

迫構名称 旧 番号 時期 迫構名称 旧 番 号 時期

第 1号炉穴 SL23 縄 文 第3号集石 SC3 中世

第2号炉穴 SL20、21 縄 文 第4号集石 SC4 中世

第3号炉穴 SL18 縄 文 第 5号集石 SC 5 中世

第4号炉穴 SL3 縄 文 第 1号溝 SD6 中世以降

第5号炉穴 SL 5~15 縄 文 第2号溝 SD5 中世以降

第6号炉穴 SL16、19 縄 文 第 3号溝 SD 3 中世以降

第7号炉穴 SL17 縄 文 第4号溝 SD 2 中世以降

第8号炉穴 SL 1、2 縄 文 第5号溝 SD 1 中世以降

第9号炉穴 SL4 縄 文 第6号溝 SD13 中世以降

第10号炉穴 SL24 縄 文 第7号溝 SD16 中世以降

第11号炉穴 SL27 縄 文 第8号溝 SD14 中世以降

第 1号集石 SC2 中 世 第9号溝 SD15 中世以降

第 2号集石 SL 1 中 世
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v 後B遺跡の調査
1 遺跡の概観

後B遺跡は、坂戸台地の内陸部に所在する。遺跡の

北方には、「逆木の池」と呼ばれる湧水池を水源とする

大谷川が東流し、この河川から伸びた小支谷が、遺跡

の直ぐ北側まで入り込んでいる。

遺跡はこの谷に沿った、標高35~38mの北向き斜面

と台地上に、東西方向に細長く分布している。

遺跡周辺の現在の景観は、比庫差の少ない比較的平

坦な地形である。調査前の地目は、畑地や林で、遺跡

の東に隣接して関越自動車道が南北方向に走る。一昔

前までは、農家が点在するだけであったこの地域も、

宅地化が進み、開発の波力吋町し寄せて来ている。

今回の調査は、遺跡の北側部分について行なわれた。

発見された遺構は、すべて近世以降のものであり、先

土器、縄文時代の石器が断片的に出土した。

先土器時代

石器集中などは検出できなかったが、ナイフ形石器、

第153図 後B遺跡周辺の地形

後B遺跡

尖頭器、細石刃などの製品が、単独で出土した。

縄文時代

近世以降の溝やグリッドから石鏃8点が出土した。

近世以降

掘立柱建物跡6棟が、調査区中央のHl6~19区でま

とまって発見された。また土壊28基と、井戸6基が調

査区内に散在していた。

その他に、調査区内を東西と南北方向にに走る溝跡

を検出したが、土地の境界、区画に関連したものと推

察した。出土遺物には、かわらけ、陶磁器片及び古銭

などがある。

なお、後B遺跡の周辺には、後A、久保、道上の3

遺跡が所在し、圏央道の事業対象地となっていた。

しかし、第1次調査を実施した結果、遺構、遺物が

とくに確認できなかったため、本調査には至らなかっ

た。
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後B遺跡

2 先土器時代の遺物

先土器時代の遺物は、第155図のとおり、石器が5点

（第156図）単独で出土した。出土地点の周囲に深掘区

を設け、さらに掘り下げたが、石器類が集中的に出士

する箇所はなかった。

石器が出土した層位は、ソフトローム層 (I層）か

らハードローム層上部（IIa層）にかけてである。

基本土層は、 H7区の北壁で記録した。第 I層はソ

フローム層が30cm前後の厚さで堆積する。第I層とII

層の境は不整合面を形成し、第II層はハードローム層

である。ハードローム層は5層に分層できる。第IIa 

層は45cm前後の厚さで堆積し、第IIb層の厚さは20cm

前後である。第III層は黒色帯が30cm前後の厚さで堆積

し、これは武蔵野台地の第2黒色帯に相当するものと

思われる。以下、第IV層からハードローム層となり、

第V • VI層は粘性を帯びる。

第156図1は、ナイフ形石器である。横長剥片を使用

するもので、基端を欠損する。

厚みのある剥片を先端部の右側に刃部を残し、両側

縁より直角に近い調整を行なっている。側縁は両側と

もに鋸歯状となる。

裏面に打痕を残しており、図示した。石材は、黒曜

石である。

2は、両面加工の尖頭器で、両側縁より横方向に二

次剥離を施す。細部の調整は側縁より施し、やや細み

の木葉形を作り出している。

石材は、安山岩を使用しており、表面は、風化が進

行している。

3は、剥片を縦長に用いた尖頭器である。側縁より

調整を施し、形を整えている。特に基部は丁寧に調整

を施す。中央部に最大厚を残す。

第155図 先土器時代石器出土地点・基本土層図
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I 明黄褐色土：ソフトローム、白色スコリア少

Ila明黄褐色土 ：ハードローム、白色スコリア多

Ilb明黄褐色土：ハードローム、白色スコリア少

III 暗黄褐色土：黒色帯、白・赤色スコリア

w 黄褐色土：白・赤色スコリア少
V 黄褐色土：粘性、赤色スコリア少

VI 黄灰褐色土：粘性

-199-



',ff}, こ
こ

＜ 乙
くフ

g I 

mパ詫‘-n虞

憎直］3 Vニリし V 4 Vご＜へ 9こμ 5 

こ /-—-ー-、＜ごこ＞

゜

石材は、黒曜石である。

4は、縦長剥片である。剥離は全て先端より、縦方

向に施す。両側縁に刃こほれ状の徴細な剥離が観察さ

れ、この形状で使用されたと思われる。

第38表 先土器時代石器観察表

番号 グリッド 北一南(cm) 西一東(cm) 標高(m) 器 種

156図ー1 H-7 116 37 37.152 ナイフ形石器

-2 L-26 314 92 35.689 尖頭器

-3 I -22 973 856 35.193 尖頭器

-4 G-27 949 813 35.970 剥片

-5 L-26 515 471 細石刃

5cm o 5cm 

石材は、安山岩である。

5は、細石刃で尾部を欠損する。両側縁に刃こぼれ

状の微細な剥離がみられる。

石材は、黒曜石である。

長さ (cm) 幅（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石質 備考

4.80 1.45 1.0 5.87 黒曜石

5.10 1.90 0.80 7.05 安山岩

2.80 1.15 0.50 1.22 黒曜石

3.35 2.65 0.50 2.52 安山岩

(2.30) (0.55) (0.25) (0.25) 黒曜石 SK16 
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後B遺跡

3 縄文時代の遺物

石鏃が8点（第157図） 出土した。基部によって分類

すると、凹基無茎石鏃が6点(1~5• 7)、有茎石鏃

が1点(8)、碁部欠損のため不明が1点（6)である。

1は、裏面に大きく一次剥離面を残すもので、基部

の扶りは浅い。

H5区から出土した。寸法は、長さ1.80cm、幅1.15

cm、厚さ0.25cm、重さ0_53gで、石材はチャートである。

2は、側縁が直線的で、基部は三角状に大きな挟り

が入る。中央部に最大厚を残す。表面に部分的に残る

一次剥離面が、変色しているのが認められた。

Gl6区から出土した。寸法は、長さ2.10cm、幅1.20

cm、厚さ0.40cm、重さ0.74gで、石材は、チャートで

ある。

3は、縦長剥片を使用したもので、側面はやや内反

する。両面に一次剥離面を残し、側縁より丁寧な調整

を加える。

H18区から出土した。寸法は、長さ1.80cm、幅1.30 

cm、厚さ0.35cm、重さ0.46gで、石材は、チャートで

ある。

4は、側縁が丸みをもって外反する。

H20区から出土した。寸法は、長さ1.75?m、幅1.45

cm、厚さ0.25cm、重さ0_53gで、石材は、透明度の高

第157図縄文時代出土石器

鳩
＜二:::,.
人］鼻 2

漬~5

い黒曜石使用している。

5は、先端部及び左側基部先端を欠損する。側縁は

直線的で、挟りは丸みをもって入る。

I 25区から出土した。現存する寸法は、長さ1.65cm、

幅1.60cm、厚さ0.35cm、重さ0.86gで、石材は、チャー

トである。

6は、基部を欠損する。調整は雑で、肉厚なつくりと

なっている。

H21区から出土した。現存する寸法は、長さ1.60cm、

幅1.10cm、厚さ0.45cm、重さ0.40gで、石材は、透明

度の高い黒曜石を使用している。

7は、大形のもので、中央より先端部と、右側基部

先端を欠損する。基部の挟りは深い。

表採したものである。現存する寸法は、長さ2.20cm、

幅2.80cm、厚さ0.45cm、重さ2.09gで、石材はチャー

トである。

8は、先端部と、茎部の先端を欠損する。鏃身部は

細長く薄手のつくりとなっている。最大厚を茎部にも

つ。

F20区から出土した。現存する寸法は、長さ3.80cm、

幅2.65cm、厚さ0.45cm、重さ2.32gで、石材は、チャー

トである。
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4 近世以降の遺構と遺物
(1)掘立柱建物跡

第1号掘立柱建物跡（第159図）

調査区中央のH16• 17区に位置する。

規模は、 5間X2間で、桁行9.5m、梁行3.9mであ

る。主軸方位は、 N-89°-Wを指している。

柱穴の形状は円形ないし楕円形で、深さは24~63cm

第158図 第2号掘立柱建物跡
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で、柱間距離は、桁行1.8m、梁行1.8mであった。

第2号掘立柱建物跡（第158図）

H17 • 18区、第1号建物跡から東へ約4m離れて位

置する。第3号建物跡と重複するが、新旧関係は、不

明である。

規模は、 5間X2間で、桁行7.5m、梁行4.9mであ
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後B遺跡

第159図 第 1号掘立柱建物跡
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る。主軸方位は、 N-85二 Eを指している。

柱穴の形状は円形ないし楕円形で、深さは20~63cm

で、柱間距離は、桁行1.8m、梁行1.8~2.8mであった。

第3号掘立柱建物跡（第160)

Hl7 • 18区に位置し、第2号建物跡と重複する。

規模は、 5間X2間で、桁行7.8m、梁行4.8mであ

第160図 第3号掘立柱建物跡
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る。主軸方位は、 N-85°-Eを指している。

柱穴の形状は円形ないし楕円形で、深さは32~68cm

で、柱間距離は、桁行1.8m、梁行2.lmであった。

第4号掘立柱建物跡（第161図）

Hl7 • 18区、第3号建物跡の東に接して位置する。

規模は、 4間X2間の東庇で、庇を含め桁行8.7m、
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第161図 第4号掘立柱建物跡
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第162図 第5号堀立柱建物跡
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梁打4.6mである。主軸方位は、 N-8T-Eを指して

いる。

柱穴の形状は円形ないし楕円形で、庇柱は小型であ

る。柱穴の深さは13~74cmで、柱間距離は、桁行1.8m、

梁打1.8mであった。 PlP4P6Pll~Pl3で柱痕を確

認した。

第5号掘立柱建物跡（第162図）

Hl8・19区で、第4号及び第6号建物跡と重複する。

規模は、 5間X1間で、桁行9.0m、梁行4.8mである。

後B遺跡

主軸方位は、 N-86°—E を指している。

柱穴の形状は円形ないし楕円形で、深さは22~43cm

で、柱間距離は、桁行1.8mであった。

第6号掘立柱建物跡（第163図）

H19区に位置し、 第5号建物跡と直角に重複する。

規模は、 4間X1間で、桁行6.2m、梁行3.6mであ

る。主軸方位は、 N-1°-Eを指している。

柱穴の形状は円形ないし楕円形で、深さは12~52cm

で、柱間距離は、桁行1.8mであった。

第163図第6号掘立柱建物跡
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(2) 土壊

発見された土壊は28基である。ここではその中から、

代表的なものについて述べ詳細は一覧表で替えたい。

第1号土壊（第164図）

調査区西側で発見された土壊は、この 1基だけであ

る。平面の形状は方形で、断面形は鍋底状である。

覆土は、焼土・炭化物を含む層と、ローム土を主体

とした層が、互層をなして堆積していた。壊底からは、

焼け礫が出土した。

第2号土壊（第164図）

調査区の中央、建物跡群の北側に位置する。平面の

形状は長方形で、床面は平坦、壁はやや傾斜して立ち

上がる。覆土中には、ローム土が多量に混在する。

この形態の土壊は、今回調査した土壊の一類型をな

すもので、他に第4、14、20、24、25号土壊を挙げる

ことができる。

第39表 土壊一覧表

新番号 グリッド 乎面形状 長径（m)

1 H5 方 形 1.63 

2 F18 長 方形 2.42 

3 Gl9 円 形 1.12 

4 G20 楕 円形 3.31 

5 F20 楕 円形 1. 75 

6 G20 円 形 1.98 

7 121 長 方形 2.39 

8 123 楕 円形 2.33 ， J24 楕 円形 1.57 

10 F • G25 楕 円形 2.75 

11 G25 楕 円形 1.15 

12 G25 楕 円形 0.92 

13 J25 • 26 楕 円形 2.47 

14 F • G26 長 方形 2.78 

15 K • L26 楕 円形 2.27 

16 L26 長 方形 (1.01) 

17 K • L26 長 方形 2.98 

18 H27 楕 円形 1.12 

19 J27 • K26 楕 円形 3.95 

20 G27 長 方形 2.87 

21 L27 • 28 楕 円形 1.41 

22 G28 楕 円形 0.86 

23 J28 • 29 楕 円形 2.51 

24 J29 長 方形 3.6 

25 J29 長 方形 5.4 

26 K29 楕 円形 2.62 

27 !29 長 方形 3.02 

28 K30 楕 円形 1. 7 1. 12 

第7号土堀（第164図）

平面の形状は長方形で、床面は平坦、壁はやや傾斜

して立ち上がる。覆土の状態も含め、第2号土壊に近

い形態の土壊であるが、長径に対して、短径が長くな

る。第8、10、13、15、17、23、26号土壊が、この形

態である。

第19号土壊（第165図）

平面の形状は、長方形の土壊の両端部がテラス状に

張り出したカギ型である。床面は平坦で、壁はほぼ垂

直に立ち上がる。壁溝と、壁柱穴か検出された。

第28号土壊（第166図）

調査区の東側で発見された。平面の形状は、楕円形

で、床面は丸底、壁は内湾して立ち上がる。覆土には

ローム土が多贔に混在する。ただ1基2m近い深さを

もつ別形態の土壊である。

短径(m) 深さ(m) 主軸方向 旧番号

1.62 0.52 N-88°-E 1 

0.58 0.27 N-81°-W 59 

1.09 0.24 N-72°-W 56 

0.71 0.27 N-85°-W 50 

1.19 0.58 N-83°-E 49 

1.86 0.29 N-33°-E 52 

1.19 0.29 N-1°-W 53 

1.68 0.42 N-5°-E 71 

(0.74) 0.34 N-90°-E 70 

1.26 0.29 N-22"-E 45 

0.85 0.26 N-63'-E 46 

0.66 0.44 N-82"-E 44 

1.09 0.71 N-63'-W 66 

0.98 0.23 N-T-E 41 

1.18 0.47 N-11"-W 63 

1.16 0.39 N-9°-W 61 

1.47 0.32 N-2°-E 62 

0.82 0.31 N-60°-W 68 

1.12 0.59 N-68°-W 67 

0.78 0.25 N-12°-E 36 

1.02 0.39 N-15°-W 29 

0.67 0.36 N-59°-W 30 

1.41 0.35 N-9°-W 12 

1.29 0.29 N-90°-E 17 

0.89 0.32 N-40"-E 28 

1.51 0.36 N-14°-W 14 

1.07 0.29 N-83'-W 6 

1. 98 N-34°-E 20 
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後B遺跡

第164図第 1~|2号土墳
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第165図第13~22号土墳
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後B遺跡

第166図第23~28号土堀
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第167図第 1~6号井戸
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(3) 井戸（第167図）

井戸は、調森区の西側でまとまって 4基（第1~4

号井戸）、調査区中央の建物跡群の周囲で2基（第5、

6号井戸）発見された。

第40表井土一覧表

新番号 グリッド 平面形状 長径(m)

1 H4 円 形 1.02 

2 G5 円 形 2.21 

3 H6 楕 円 形 1.23 

4 F19 円 形 1.38 

5 H20 円 形 (1.31) 

6 Gl9 円 形 1.34 

(4) 出士遺物（第168• 169図）

1は、第4号掘立柱建物跡のP7から出土したかわら

けの皿である。寸法は、口径11.2cm、器高2.4cm、底径

5.6cmである。体部から日縁かけて直線的に外反する。

内外面は、ロクロナデ、底部は回転糸きりで成形され

る。

2は、土器集中(SXl)から出土した灯明皿である。

寸法は、日径7.5cm、器高1.8cm、底径3.5cmである。内

面に1箇所切り込みの入った環状の仕切りがつく。底

部を除き鉄釉を施釉する。胎土は灰色である。

3は、第4号井戸から出土した寸胴形徳利である。

寸法は、日径2.6cm、器高21.9cm、底径7.4cmである。

口縁は折り返され、頸部は短く直立する。肩はやや張

りぎみで、体部は内湾して立ち上がる。底部を除き、

第168図 遺構・グリッド出土土器

ロニニニ／

後B遺跡

平面の形状は円形で、規模は径1~2m内外のもの

である。すべて素掘りの掘り抜き井戸で、完掘した第

6号井戸は、深さ4.9m、粘土層を突き抜け、礫層まで

掘り込んでいた。

短径(m) 深さ (m) 主軸方向 1日番号

0.97 (2.11) N-33"-W 1 

2.01 (1. 66) N-52°-W 2 

0.92 (1. 70) N-2'-E 3 

1.32 (2.24) N-17°-E 4 

(1.20) (2.08) N-73"-E 5 

1.15 4.76 N-6°-W 6 

灰釉を施釉する。胎土は黄白色である。

4は、第4号井戸から出土した小皿である。寸法は、

ロ径14.2cm、器高4.3cm、底径6.0cmである。いわゆる

志野織部と呼ばれるものである。内面には鉄釉で文様

力屯苗かれ、長石釉を施した後、 日縁から体部上半に緑

釉を流し掛けている。胎土は黄白色である。

5は、第6号井戸から出土した小皿である。寸法は、

ロ径12.6cm、器高2.8cm、底径7.8cmである。高台脇を

深く削り込み、体部は開いて立ち上かり、口縁はさら

に外反する。底部を除き、灰釉を施釉する。胎土は灰

色で、よく焼き締まる。

6は、表採された土師質の台付灯明皿の脚部である。

底径は7.6cmである。

7は、第4号井戸から出土した灯明皿である。寸法

＼ 

冑 2 三 ／

三 6 三
10cm 
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第169図 遺構・グリッド出土古銭
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は、口径10.4cm、器高2.3cm、底径3.6cmである。内面

に1箇所切り込みの入った環状の仕切りがつく 。内面

に灰釉を施釉する。胎土は乳臼色である。

8は、第4号井戸から出土した水注である。寸法は、

日径7.Ocm、器高8.6cm、底径7.4cmである。筒形の体部

に、注目と把手を貼り付ける。底部を除き、灰釉を施

釉する。胎土は乳白色である。

第41表 古銭観察表

番号 銭 名 銭径(mm) 内径(mm)

169図ー 1 寛永通宝 22.7 21.5 

-2 窟永通宝 22.9 21.2 

-3 寛永通宝 22.6 21.0 

-4 寛永通宝 28.2 26.6 

-5 寛永通宝 24.6 22.1 

-6 寛永通宝 22.5 21.2 

-7 寛永通宝 23.1 22.6 

-8 寛永通宝 22.3 21.1 

-9 寛永通宝 22.9 21.3 

-10 党永通宝 22.4 21. 7 

-11 24.0 21.8 

-12 23.3 22.5 

後B遺跡

9は、土器集中から出土した小椀である。寸法は、

ロ径6.7cm、器高4.8cm、底径3.0cmである。口縁が僅か

に外反し、やや深め、酸化コバルトによる染付。胎土

は白色、釉調は僅かに青緑色を帯びる。

以上述べたものは、近世以降の所産と考える。この

他に、古銭が12点（第109図）、グリッドから出土した。

銭厚(mm) 盤目(g) 出土遺構

1.2 2.05 

1. 2 2.54 

1.0 1.95 

1.5 4.97 

1.0 2.5 

1.1 1.96 

1.2 2.69 

0.7 1.45 

1.1 2.05 

0.8 1. 75 H6区

0.9 2.69 H6区

1.3 3.34 
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VI 結 語

(1) 坂東山遺跡の縄文時代の遺構

坂東山遺跡は、西から東へ細長くのびた丘陵上に立

地する遺跡で、さらに、丘陵の東側から入り込んだ小

支谷により、遺構の分布は南北2地点に分かれている。

南側では、中期中葉から後期にかえて形成された双

環状に分布する住居群が、また北側では柄鏡形敷石住

居跡などが検出された （谷井他1973、斎藤他1992)。

今回の調査は、これまで調査された地域の西側を、丘

陵を南北に横断するように行われた。

調査によって検出された縄文時代の遺構は、柄鏡形

敷石住居跡2軒、炉穴1繕§、土壊7但告などであった。

これらの遺構は、埼玉県教委力噌l査したB地点の西側

に隣接する地区で、特にまとまって検出された。

また、小支谷を隔てた南側の地区は、埼玉県教委が

調査したA地点からやや距離をおいており、炉穴、土

壊か散見される程度であった。

早期後半炉穴と、確実に土器を伴う遺構として 2

基の土壊がある。炉穴は、丘陵平坦部の広い範囲で検

出された。調査区の一部に攪乱された空白地があるた

め、はっきりしたことは言えないが、炉穴の分布は、

全体的には南側に集中する傾向をみせており、さらに、

調査区の西側に広がることが予測される。

炉穴の形態は、いくつかの楕円形土壊が重複したよ

うな不定形であり、遺構中央部に平場をもち、壁ぎわ

には炉址が設けられている。拡張を繰り返した結果で

あろう。 2基の上壊は、炉穴に隣接して検出されたも

ので、炉穴にかかわる何らかの施設であった可能性も

ある。時期は、早期後半の野島式期が主体である。

中期前半土壊が7基検出された。第15• 102 • 103 

号土壊からは、五領ケ台式土器が、また第59~61号土

壊からは、阿玉台式 Ib式と格沢式土器が出土してい

る。第15号土壊は、調査区北側の緩斜面で、第102・103 

号上壊は、小支谷の南側で検出されたもので、散漫な

分布状況を示している。対称的に第59~61号土壊は、

一箇所に集中して検出された。

この時期の住居跡は、今国の調査では確認できな

かった。また南側の住居群が形成され始めるのは、藤

内式期からとされており、これまでの調査でも、検出

されていない。しかし、霞川のやや下流に位置する金

堀沢遺跡（中島1977)で、格沢式期の住居跡が検出さ

れており、本遺跡においても、地点を変えて住居跡が

検出される可能性は充分にあるものと考える。

中期終末から後期初頭柄鏡形敷石住居跡と土壊が

ある。柄鏡形敷石住居跡は、南北に約20mの距離をお

いて検出された。埼玉県教委の調査でも 3軒力哨侑認さ

れている。 5軒の住居跡は、約20~40mと適当な距離

を保って分布しており、規模、形態はともによく類似

し、 1軒だけ張出部の方向性が異なる。

各住居跡の出土土器を全体的にみると、深鉢形と両

耳壺の土器があり、沈線により渦巻文や鋸歯状文を描

出したもの、微隆起線により 口縁部無文帯を区画した

り、懸垂文や曲線的な文様を配したものなどで構成さ

れ、さらに称名寺式を含まないことで内容が一致する。

およそ同時期のものと考えてよいであろう。

土壊は、加曾利E式系を出土した第27• 33 • 37 • 44 

号土壊と、称名寺式を出土した第63• 66 • 67 • 70号土

壊がある。前者力湘丙鏡形敷石住居跡にからむ位置ある

のに対して、後者は南西に地点を移しており、分布域

が分かれている。第67・70号土壊は、深さが1.5mを超

える大型の土壊であり、この大型土壊は、第81• 83 • 

84号土壊と堀之内式期に継続する形態のものである。

一方、南側の住居群では、中期終末と称名寺式の住

居が各1軒検出されており、この段階に谷を隔てた北

側にも、居住域が移ってきたことが明確である。ちな

みに、称名寺式新段階の土壊は、埼玉県教委によるA

地点の調査で数多く検出されている。

後期前半堀之内式を出土した土壊は、第71~73・

75 • 78 • 81 • 83 • 84号土壊と、南に下がった地点にま

とまっている。 B地点の調査でも、そのほとんどが堀

之内式期であったとされており、第54~58号土塙も含
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めて、この時期のものが今回調査した土壊群の主体を

成しているものと考えるが、住居跡は確認されていな

い。南側では、堀之内式期の敷石住居跡が1軒検出さ

れており、この住居が本遺跡の最終段階にあたる。

(2) 坂東山遺跡の柄鏡形敷石住居跡について

坂東山遺跡では、 2軒の柄鏡形敷石住居跡が検出さ

れた。2軒は、規模、形態がよく類似し、敷石の遺存

状態も良好であった。時期は、 出土土器が少なく、埋

甕や炉体土器なども検出できなかったことから確定的

なことはいえない。

第1号柄鏡形敷石住居跡については、器形がわかる

土器として、張出部から出土した壺形土器の下半部の

破片（第40図15)がある。第40図7の胴部破片は、覆

土中から出土した。細く鋭い沈線で、鋸歯状文が描出

されており、新しい様相力肴忍められる。

第2号柄鏡形敷石住居跡は、日縁部の大型破片（第

44図1)が、連接部付近から出土した。緩い波状口縁

の波項部に小突起をもつ土器で、波項下に連続する渦

巻文を配している。全般的に後期段階になると、渦巻

文が巻き上がる度合が強くなる傾向がある。また、微

隆起線文の土器は、縄文力濯敗隆起線文上にまで施文さ

れており、これも新しい様相である。 2軒の住居跡は、

一応後期初頭段階に下るものとしたい。

調査では、敷石の石材、重量、面積、接合関係、火

熱による赤化などについて、可能な限り数量的に記録

した。第171、172図にこれらのデータを提示する。

① 第1号柄鏡形敷石住居跡（ss1) 
石材敷石に使われていた礫のうち35併固について

調べ 6種類の石材か確認できた。最も多く使われて

いたのは砂岩で、 281個である。砂岩は全体の8割を占

めており、チャートとホルンフェルスが1割弱、その

他に礫岩3個、頁岩2個、角閃岩1個という内容であっ

た。これらの礫は、入間川水系で一般的にみられる河

原石である。河原石は特に砂岩を主体としており、使

用石材の比率は、採取地を反映したものと思われる。

坂東山遺跡が立地する丘陵の南側には霞川が東流し

ており、ss1からは直線距離にして約400mである。現

在は護岸工事が行われ、河原石を採集することはでき

ないが、当時石材の入手は容易なことであったろう。

重量と面積 35併固の礫の総重量は、 823.48kgであ

り、平均値は2.35kgである。まず2k詞ミ満の小礫を分

別し、 2kg以上の礫は5kg単位で数量化した。

2 kg未満の小礫は、全体の54％にあたる18別固出土

している。およそ半分が小礫でかなり高率であるが、

これは主に敷石の隙間を埋めるために使われていた。

平らな敷石面をつくり出しているのは、 2 kg以上の

礫で、最も多く使われていたのは、 2kg以上10kg未満

の礫である。全体の35％にあたる121個を数える。次に

多いのは10kg以上20k回ミ満の礫で、 31個あり、比率は

9％である。

20kg以上の重贔のある礫が1併固出土している。最重

量の礫は39.2kgあり、連接部で横位に立石して、主体

部と張出部を区切る礫であった。また、張出部には20

kg以上の礫が6個使われており、張出部先端や側壁に

横位に立石させたり、底部に敷かれたりしていた。他

に20kgに近い重贔の礫が3個使われており、張出部に

は重量のある大型の礫を使用する傾向が認められた。

これはひとつに張出部の構造によるものと考える。

ss 1は、 竪穴内に敷石が施されており、楕円形の張出
部は、主体部よりさらに深く掘り込まれ、側壁には3

~4段の石積みが行われていた。このような立体的な

構造をもつことから、大型の礫を基礎的に用いたこと

が考えられる。

面積については、プラニメーターで平面図から算出

し、これを100c而単位で数量化した。グラフをみると、

重量と相似する関係であることがわかる。 100c而未満

の礫を敷石の隙間を充填する小礫とすることができよ

うか、 21併固あり、全体の62％を占める。

敷石面の主体となるのは、 100c而以上の礫で、 100cm'

以上300c而未満の礫が10冽固、300c而以上500cm未満の礫

は31個である。敷石総面積の9割を占め、特に100c而以

上300c而未満の礫は、厚さ 5cm~15cmの偏平で均質な

ものである。

最も大きな礫は490c而で、これは炉の西側に接して
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第171図柄鏡形敷石住居の礫の属性
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第172図 礫接合図・赤化礫分布図

ss I 

二赤化礫

敷かれており、張出部底部にも400c而以上の礫が2個

使われているが、面積に関しては、礫の分布に偏在的

な傾向は認められない。

欠損と接合小礫を除た敷石の主体をなす162個の

礫なかで、 651固の礫力咽ljれていた。 40％強とかなりの

率を占めている。しかし、これらの礫が全て、敷き並

べる過程で加工したものと即断することはできないよ

うである。なぜなら、多くの欠損礫の割れ面は、かな

り風化したものが目立ち、再利用も含めて、あらかじ

め割れた礫を採取してきた可能性もある考えられるか

らである。

礫の接合例は12例であった。接合部は鮮明な割れ面

を呈し、人為的に割られたことが明かなものもある。

これは多くの欠損礫の割れ面の風化が顕著であるのと

対称的である。

接合例の中には、割った礫を例5• 7のように隣接

して敷き並べたものや、例10のように片方を主体部の

縁石に、もう一方を張出部の側壁に積み上げて使用す

る例もあり、敷石を施設する過程で臨機応変に対応し

たことが窺われる。また、例12はSS2の礫と接合した。

ら｀•.。O
‘。

ss 1は、覆土中から焼土、炭化物はほとんど検出さ
れず、火災住居とは考えられないが、石囲い炉に使用

した礫を除き、火熱を受け赤化した礫が2&/固確認でき

た。そのうちの1併固は欠損礫である。欠損礫の比率か

らみて、それほど高い数値ではなく、欠損礫のうち赤

化した礫は約30％であることから、火熱により礫が割

れたとは言えない。また、第171図に示したとおり赤化

した礫の分布状況にも一定の傾向は認められない。

② 第2号柄鏡形敷石住居跡 (SS2) 

石材敷石に使われた礫37洲固について、 6種類の

石材を確認した。砂岩3341固、チャート161固、ホルン

フェルス17個、その他として礫岩4個、頁岩3個、緑

泥石片岩1個であった。 SSlに比較し、砂岩の占める

比率がさらに高い。緑泥石片岩は、石皿の転用で、炉

の南側に隣接して据えられていた。入間川水系では緑

泥石片岩は採集できないことから搬入品と考える。

重量と面積 3751固の礫の総重量は、 1092.82kgで、

平均値は2.9kgである。 ss1よりやや術い数値である
が、これは重量のある大型の礫を使用しているためで

ある。
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内訳は、 2kg未満の小礫が27引固で、全体の73％占め

る。 2kg以上10k叶ミ満の礫は7併固で20%、10kg以上20

k誅満の礫は1冽固で4%、20kg以上の礫が11個で3%

の比率である。

全体的には、 SSlに相似した比率を示すが、小礫の

個体数が多く、敷石の主体となる 2kg以上の礫は少な

い。 SSlほど敷石力哨致密に行われておらず、隙間を充

填する小礫を多量に用いたようである。この傾向は礫

の選択にもあらわれており、SSlが40kg以下の範囲内

にまとまっているのに対して、SS2では61kgまでの礫

が使われており、大型の礫についてバラつき力喘忍めら

れる。

最も重量のある61kgの礫と、次に重い56kgの礫は張

出部の先端に立石し、他に40と50kg代の礫が側壁に横

位に立石する。張出部に大型の礫を使用するのはss1 

と同様である。

面積についても重量同様、ss1に比較してまとまり

に欠ける。 100c而未満の小礫が251個あり、全体の67%

を占める。100cm'以上300c而未満の礫が71個で19%、300

c而以上500c而未満の礫が34個で9%、500c而以上の礫は

1併固で5％となる比率である。

最も大きな礫は1,340c而で、炉の南側に隣接する石

皿を転用したものである。これに900cm七500cm代の礫

2個が連なり張出部に連接する。おそらく炉と張出部

を結ぶこのラインは意識的につくられ、初期段階で敷

石されたであろう。他に1,OOOc而を超える礫が、炉の北

側に2個あり、他の礫に混在する。

欠損と接合小礫を除いた10併固の礫のうち、 40%

弱の38{固が欠損礫である。また、火熱による赤化の認

められる礫は、炉を囲う礫を除いて31個あり、このう

ち欠損礫は1冽固である。SSlに比べ欠損礫の赤化率が

やや低い。また赤化礫は張出部よりも主体部に分布が

濃い傾向にある。

接合例は5例確認できた。うち 1例はSS2内で接合

し、さらにss1の礫と接合した。これはSSlとSS2

が同時期につくられたか、あるいは2軒の間で礫の再

利用が行われたかのどちらかである。いずれにせよ 2
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軒は時間的に極めて近い位置関係にある。そしてSS2

内の一方の礫は部分的にではあるが赤化していた。

以上のような敷石に関する詳細な分析には、赤城高

志氏の研究（赤城1992)がある。今回、礫の重鼠や面積

についての定量分析などは、氏の行った基準にした

がった。氏の分析結果に照らすと、まず使用する礫の

採集地は、近場の河原を利用するということで一致す

る。そして使用する礫は、重量2kg以上10k叶ミ満、面

積200cm'以上500c而未満の大きさのものが、運搬に手頃

な礫として多く選択されることも共通する。また、張

出部や、張出部と炉を結ぶ空間に大形の礫を配する点

にも同様の傾向が認められた。

欠損礫については、本遺跡が倍の比率を占めている

ことがわかった。しかし、欠損礫が、すべて敷石をす

る過程で調整のために加工されたものでないことも確

かめられている。赤化礫、被熱した礫が少なからず共

通にあることも確認できた。これについてはいくつか

の解釈が可能であろうが、 もう少し事実関係を積み上

げていく必要があるように思われた。なお、礫が火熱

を受け赤化したものか判断に迷う資料があった。被熱

という言葉を避け赤化としたのはそのためである。

以上のように共通点を上げてみると、河川の中流域

以上で発見される敷石住居では、多くの場合、今回と

類似した結果が得られるのではないだろうか。住居の

敷石行為は、敷石に適当な礫を十分に選択できる採集

地があるかどうか、地理的要件が大きく係ることを改

めて確認しておきたい。

(3) 土壊出土の縄文土器について

第59•60•61号土壊出土土器

第59~61号上壊は、調杢区中央部で近接して検出さ

れた土壊で、これら 3基の土壌から一群の土器が出土

した。第59号土壊からは、第173図に示した1~ 3の3

個体の土器が一括出土した。

1は、直線的に立ち上がる胴部から口縁部が内湾曲

する器形で、発達した扇状把手をもち、口縁部には隆

帯による区画文が完成している。索文帯をはさんで、

隆帯が胴部を区画し、直線的な懸垂文が施されている。



第173図 土墳出土の主な縄文土器
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文が配されるなど、典型的な阿玉台Ib式である。

2は、胴下半のやや張った円筒形の器形で、上半部

を欠損する。角押文を多用する土器である。特徴的な

のは、胴上半部の文様が隆帯による 2単位の方形区画

文で構成されることで、区画内をさらに縦位に3分割

し、角押文と三角印刻文で充填している。胴下半は、

逆「U」字状と下方の開いた方形文様の角押文が交互

に配され、部分的に格子目文で埋めている。
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格沢式のなかで、下端も区画した縦位区画文をもっ

一群に相当するものと思われるが、藤の台遺跡3住()l|

口1982)出土土器のように懸垂文が区画内に渦巻き状

に配される構成とはならない。縦位の方形区画内に施

す角押文などの充填手法自体は格沢式通有のものであ

る。また、胴下半の格子目文は、パネル文系土器の祖

形となる楢原遺跡（後藤1933)例などにみられる要素

である。

3のような無文土器には、口縁に突起をもち、そこ
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から隆帯が直 ・曲線的に懸垂するものが多いが、 3は

口縁に沿って波状隆帯が廻り、懸垂文は施されない。

無文上器は、格沢式の構成のなかでは、古い段階に限

られる土器である。

第173図4は、第60号土壊から単体で出土した。円筒

形の器形で、口縁部を欠損する。口縁部下端を区画す

る隆帯に2単位の橋状把手を貼付け、そこから叉状に

下方に開いた隆帯が懸垂し、胴部を区画する。隆帯に

沿って幅広の角押文が施文されている。縦位の区画文

構成をとる一群のなかでは、下端を区画しない土器で

ある。

第173図5• 6は、第61号土壊から出土した。

5は、直線的にやや開いて立ち上がる器形で、胴下

半を欠損する。口縁部は4単位の突起と、下端を区画

する隆帯で、楕円区画文を構成する。胴部は一対の突

起から垂下した隆帯で区画し、区画内にはY字状懸垂

文が渦巻文を描出する。さきに述べた胴部区画文構成

をとる土器で、藤の台遺跡3住例が、口縁部文様帯下

に楕円区画文を配するのに対して、 3はより簡素な文

様構成の土器である。

6は、円筒形の胴部から口縁部が外反する器形であ

る。口縁部に複数列の短い角押文が部分的に施されて

いるが、本米は平縁で口縁部に幅狭の無文帯をおく土

器である。口縁部文様帯を欠き、無文帯下から楕円区

画文が重層する。胴下半には6単位のY字状懸垂文が

施されている。現在のところは大石遺跡（伴1978)な

ど中部に出土例が多い。

以上述べてきたように、 3基の土塙から出土した土

器は、阿玉台Ib式で、その他は格沢式である。格沢式

の編年研究は、神谷原遺跡の報告（中西1982)以降新

たな進展をみた。中西充氏は、格沢式を二細分（IIa, 

b)し、五領ケ台式から格沢式への変化を示した。また、

阿王台式との関係にも触れ、 Ilaを阿玉台 Ia式に、 II

bをIb式に対比させた。一方、今村啓爾氏は、中西氏

の分析を評価しながらも、 三細分案（古・中・新）を

示し、格沢式（古）を阿王台 Ia式に、（中～新）を I

b式に対比させた（今村1985)。

当事業団が作成した中期の編年案（谷井他1982)で

は、 W期が格沢式にあたり、 Na、bに2細分したが、

w期に先行する土器を一部抽出したものの、阿玉台 I

a式段階の良好な一括資料がなく、 Na期の範囲で扱っ

た経緯がある。近年では、埼玉県内においても資料が

増加しており。細田勝氏は、県内の阿玉台 Ia式に伴出

する上器を提示している（細田1995)。小地域毎に精緻

な土器分析が行われた論考（小林1984など）もあって、

格沢式の細分は、阿玉台式 Ia式段階を加えた三細分

が考えられるようになってきた。しかし、後半部分は、

土器の変化カs',j;,玉めて漸移的であり、各段階の土器群の

構成もはっきりしない。遺構一括出土資料を段階的に

位置付けることが肝要である。

本遺跡出土の格沢式については、隣接した3基の土

壊から 6個体の土器がまとまって出土したことから、

一括性高い資料と考えた。しかしながら、第59号土壊

出土土器の縦位区画文構成の在り方や、細かな角押文

の表出技法、胴下半にみられる角押文を単体で用いた

文様描出手法などについては、第60、61号土壊出土土

器と異なった様相であることを指摘しておきたい。

第37、66号土壊出土土器

第173図7は、第37号土壊から出土した土器で、正位

の状態で埋設されていた。4単位の緩い波状口縁の波

項部に小突起をもち、小さな底部から胴下半が張り出

し、中位で括れ、日縁部が内湾曲する器形である。文

様は、口縁部の無文帯を沈線で区画し、胴部中位の括

れ部境に、上半に単位文化した抱球文を、下半に先端

の尖った逆 「U」字状懸垂文が施文されている。この

類の加曾利E式系土器は、後期初頭まで残存すること

が知られており、このように単独出土した場合、時期

の峻別力嘩佳しい。

8、9は、第66号土壊から出土した。8は、波状日

縁の、小型の土器である。口縁部は直線的に外反し、

胴部中位で緩く屈曲するように括れ、胴下半がやや張

り出す器形である。文様は太い沈線で器面に深く描出

される。体部上半に 「J]字状文を上下二段した文様

を表そうとしたものと思われるが、線を引き間違えた
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のか、変形した文様である。また、下端の区画線は、

1本で行われ、主文様間に貫入する。称名寺式のなか

でも在地色の強い土器である。

9は、胴部文様の末端の太い沈線が認められる。こ

の他に、第66号土壊からは、 2本の平行沈線による帯

状区画文を施した土器（第59図23、24)が出土してい

る。

ちなみに、第67号土壊からは、押引き沈線により文

様描出した土器（第59図25)や、第70号土壊からは称

名寺Ia式の口縁部破片（第59図29)が出土している。

ところで最近、後期初頭段階の加曾利E式系土器に

関する論考が発表された（谷井、細田1995)。論文の主

題はこの問題だけにあるのではないが、ここで関係す

る部分ついてのみ簡略に取り上げると、谷井氏らは、

称名寺式と、これに伴う加曾利E式系土器の一括出土

参考文献

資料などについて型式的な検討を加え、該期の遺構と

出土土器を段階的に位置付けた。第37号土壊出土土器

のような体部全体に沈線による文様を描出する 『吉井

城山類』と呼ばれる一群については、称名寺式I段階

以降急速に衰退することを指摘しており、さらに器形

の変化や、沈線の細線化など型式的な特徴についても

述べている。しかも、筆者の見るかぎり、 『吉井城山類』

については、後期段階に入ると上下に鋸歯状文を配し

た土器が主体となり、第37号土壊出土土器のような抱

球文をもつ土器は、ほとんど残らないようである。以

上のような考えで、後期段階の類似資料である前原遺

跡4号住（伊藤1976)出土の土器と比較すると、第37

号土壊出土土器には古い様相力肴忍められる。谷井氏ら

の言う加曾利EIII式新段階に相当し、中期終末とする

ことができよう。

赤城高志 1992 「縄文時代柄鏡形敷石住居の微視的分析」 『人間・遺跡・迫物』 発掘者談話会

伊藤富治夫1976

今村啓餌 1985 

後藤守ー 1933 

小林兼ー 1984 

小林謙ー 1993 

『前原遺跡』 国際基督教大学考古学研究センター

「五領ケ台式土器の編年」 『東京大学文学部考古学研究室紀要』4

「楢原石器時代住居遺跡」 東京府史跡保存物調査報告10

「中部•関東地方における勝坂・阿玉台式土器成立期の様相」 『神奈川考古』 19

「多摩における勝坂式成立期の土器様相」『東京考古』11

川口正幸他1982 『藤の台遺跡』藤の台遺跡調査会

斎藤祐司他1992 『坂東山遺跡』 第 1 次•第 2 次調査入間市遺跡調査会

鈴木徳雄 1990 「称名寺式の変化と文様帯の系統」 『土曜考古』第16号

谷井彪他 1973 『坂東山遺跡』 埼玉県遺跡発掘調査報告書第2集

谷井彪 1982 「縄文中期土器群の再編」 『研究紀要』1982 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

谷井彪•細田 勝1995 「関東の大木式・東北の加曾利E式土器」 『日本考古学』第2号

長瀬衛 1992 「調布市上布田迫跡』 調布市遺跡調査会

中西充他 1982 『神谷原II』 八王子桐田遺跡調査会

伴信夫他 1976 『大石遺跡』 長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書諏訪市内 1• 2 

細田勝他 1995 『中期初頭の諸様相』 縄文セミナーの会

- 224-



付編

埼玉県坂東山遺跡出土土器胎土分析

X線回折試験及び電子顕微鏡観察

1 実験条件

1-1 資料

分析に供した資料は第1表胎土性状表に示す通りで

ある。 X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥

したのち、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実

験に供した。

電子顕微鏡観察に供する遺物試料は断面を観察でき

るように整形し、¢lOm/mの試料台にシルバーペース

トで固定し、イオンスパッタリング装着で定着した。

1-2 X線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定は

X線回折試験によった。測定には日本電子製JDX

-8020X線回折装置を用い、次の実験条件で実験した。

Target:Cu, Filter:Ni, Voltage:40KV, Current: 

30mA，スッテプ角度： 0.02,計数時間： 0.5SEC。

1-3 電子顕微鏡観察

土器胎土の組織、粘土鉱物及びガラス生成の度合に

ついての観察は、電子顕微鏡によって行った。

観察には、日本電子製5300LV型電子顕徴鏡を用い、

倍率は35、350、750、1500、5000の5段階で行い、写

真を撮影した。 35~35併音は胎土の組織を、 750~5000

倍は粘土鉱物及びガラスの生成状態を観察した。

2 実験結果の取扱い

実験結果は第1表胎土性状表に示すとおりである。

第1表右側にはX線回折試験に基づく粘土鉱物及び

造岩鉱物の組織が示してあり、左側には各胎土に対す

る分類を行った結果を示している。

X線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の

各々に記載された数字はチャートの中に現れる各鉱物

に特有のピークの強度を記載したものである。

（株）第四紀地質研究所

井上 巌

電子顕微鏡によって得られたガラス量とX線回折試

験で得られたムライト (Mullite)、クリストバーライ

ト(Cristobalite)等の組成上の組合せとによって焼

成ランクを決定した。

2-1 組成分類

1) Mo-Mi-Hb三角ダイヤグラム

第1図に示すように三角ダイヤグラムを 1~13に分

割し、位置分類を各胎上について行い、各胎土の位置

を数字で表わした。

Mo,Mi,Hbの三成分の含まれない胎土は記載不能

として14にいれ、別に検討した。三角ダイヤグラムは

モンモリロナイト (Mont)、 雲母類(Mica)、角閃石

(Hb)のX線回折試験におけるチャートのピーク強度

をパーセント（％）で表示する。

モンモリロナイトはMo/Mo+Mi+ Hb * 100で

パーセントとして求め、同様にMi,Hbも計算し、三角

ダイヤグラムに記載する。

三角ダイヤグラム内の 1~4はMo,Mi,Hbの3成

分を含み、各辺は2成分、各項点は1成分よりなって

いることを表わしている。

位置分類についての基本原則は第1図に示すとおり

である。

2) Mo-Ch,Mi-Hb菱形ダイヤグラム

第1図に示すように菱形ダイヤグラムを 1~19に

区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能は20と

して別に検討した。記載不能は次の条件でおこる、モ

ンモリロナイト (Mont)、雲母類(Mica)、緑泥石(Ch)

のうち、 a)3成分以上含まれない、 b)Mont,Chの2

成分が含まれない、 c)Mi,Hbの2成分が含まれない

の3例がある。

菱形ダイヤグラムはMont-Ch,Mica -Hbの組合せ
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を表示するものである。 Mont-Ch,Mica -Hbのそれ

ぞれのX線回折試験のチャートの強度を各々の組合せ

毎にパーセントで表すもので、例えば、 Mo/Mo+Ch

* 100と計算し、 Mi,Hb,Chも各々 同様に計算し、記

載する。

第 1表胎土性状表

菱形ダイヤグラム内にある 1~ 7の領域ではMo,

Mi,Hb,Chのうち3成分、各項点は2成分を含んでい

ることを示す。位置分類についての基本原則は第1図

に示すとおりである。

分タイ類プ焼成
組成分類 枯土鉱物およぴ造岩鉱物

試料 No
ランク Mo-Mi Mo-Ch 

Moot Mica Hb（ほぷ譴 Qt Pl Crist Mullite K-fels H"1oy Kao! Pyrite Au 朽ス
備 考

-Hb Mi・Hb 

森坂北ー 1 H 14 20 1726 100 136 107 87 杯、 8C L 遠元、砂i{、東金子のII台土に似る。

森坂北ー2 H 14 20 976 77 191 109 90 杯、 8CL 遠元、緻密、前内出の胎土に似る。

森坂北ー 3 H 14 20 1856 72 245 72 74 杯、 8CL 遠元、緻密、前内出のII台土に似る。

森坂北ー4 H 14 20 3692 256 116 杯、 8C L 半辺元、緻密、前l勺出のIIt土に似る。

森坂北ー 5 H 14 20 3114 169 163 杯、 8C L 南比企？、白色針状物質

森坂北ー6 B 6 10 163 222 186 2059 417 杯、 8CL ミニュチュア土器

森坂北ー7 H 14 20 2814 70 174 161 碗、 9CL 酸化焔、砂質碗

森坂北ー8 H 14 20 2947 65 197 162 杯、 9CL 酸化焔、砂質杯

森坂ー9 H 14 20 3416 227 112 杯、 lOCM~L 酸化焔

森坂ー10 H 14 20 3960 242 137 杯、 IOCM~L 酸化焔

森坂ー11 H 14 20 3382 125 204 1不、JOCM~L 半還元、浄瓶？

森坂ー12 H 14 20 3537 407 190 杯、 IOCM~L 酸化焔

森坂ー13 H 14 20 3591 325 96 123 杯、!OCM~L 酸化焔

森坂ー14 H 14 20 4381 226 115 1不、IOCM~L 酸化焔

森坂ー15 H 14 20 3709 190 122 杯、 IOCM~L 酸化焔

森坂ー16 H 14 20 4192 244 94 杯、!OCM~L 酸化烙

森坂ー17 A 5 20 69 3457 174 177 碗、 IOCM~L 半遠元

森坂ー18 H 14 20 4098 185 134 杯、!OCM~L酸化焔

森坂ー19 H 14 20 4429 155 杯、 IOCM~L 殺化焔

森坂ー20 H 14 20 4372 267 117 杯、 10CM~  L 酸化烙

八坂前窯跳ー21 H 14 20 3044 67 204 98 t不

八坂前窯蹄ー22 H 14 20 1689 95 141 146 均；

八坂前窯跡ー23 H 14 20 1515 56 317 58 杯

谷久保窯跳ー24 H 14 20 1506 74 155 154 杯

谷久保窯跡ー25 H 14 20 2684 61 164 杯

谷久保窯跡ー26 H 14 20 1493 99 193 193 139 甕

谷久保窯跡ー27 H 14 20 2656 73 148 81 107 杯

谷久保窯跡ー28 H 14 20 3588 105 147 杯

広町窯跡ー29 H 14 20 1909 75 138 甕

広町窯跡ー30 H 14 20 2830 72 157 杯 融行

広町窯跡ー31 H 14 20 1455 95 187 133 134 杯

広町窯跡ー32 A 5 20 80 910 87 376 138 124 杯

広町窯跡ー33 H 14 20 1960 86 158 1不 半遠元

森坂原土ー 1 E II 20 216 1715 124 168 原土

森坂原土ー2 H 14 20 1371 124 116 113 原土

森坂原土ー3 H 14 20 1251 114 127 原土

森坂原土ー4 F 12 14 227 147 2391 219 136 原土

森坂原土ー5 E 11 20 171 2912 144 154 原土

森坂原土ー6 D 10 17 166 124 2682 150 331 192 原土

坂東山ー 1 H 14 20 2609 llO 144 72 166 76 杯 SJ9-l 

坂東山ー 2 H 14 20 2514 95 153 68 63 杯 SJ6-5 

坂束山ー3 H 14 20 2512 79 181 116 109 玖； SJ9-5 

坂東山ー4 H 14 20 2147 79 631 191 142 杯 SJS-2 

坂東山一5 H 14 20 2626 90 124 61 75 碗 SJ8-4 

坂束山ー6 H 14 20 2635 88 156 57 碗 SJ6-5 

坂東山一7 C 8 20 221 3788 400 184 碗 SJ34-7 

坂束山ー8 H 14 20 1793 82 136 139 120 高台杯 SJ5-6 

坂束山ー9 H 14 20 3531 87 861 48 186 邸台杯 SJ9-8 

坂東山ー10 H 14 20 3063 123 146 42 1不鋭 SJ5-8 

坂東山ー11 H 14 20 3303 222 116 杯盗 SJ6-8 

板束山西ー 1 C 8 20 147 4423 507 185 縄文土器 SKl5-l 

板東山西ー 2 G 13 14 199 274 3174 185 縄文土器 SK15-2 
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2-2 焼成ランク

焼成ランクの区分はX線回折試験による鉱物組成

と、電子顕微鏡観察によるガラス址によって行った。

ムライト (Mullite)は、磁器、陶器など高温で焼かれ

た状態で初めて生成する鉱物であり、クリストバーラ

イト (Cristobalite)はムライトより低い温度、ガラス

はクリストバーライトより更に低い温度で生成する。

これらの事実に基づき、 X線回折試験結果と電子顕

微鏡観察結果から、土器胎土の焼成ランクを 1~Vの

5段階に区分した。

a)焼成ランク I:ムライトが多く生成し、ガラス

の単位面積が広く、ガラスは発

砲している。

b)焼成ランクII:ムライトとクリストバーライト

が共存し、ガラスは短冊状にな

り、面積は狭くなる。

C)焼成ランクlII：ガラスの中にク リストバーライ

トが生成し、ガラスの単位面積

が狭く、葉状断面をし、ガラス

のつながりに欠ける。

d)焼成ランクIV:ガラスにみが生成し、原土 （素

地土）の組織をかなり残してい

る。

e)焼成ランクv:原土に近い組織を有し、ガラス

は殆どできていない。

以上の I~Vの分類は原則であるが、胎上の材質、

すなわち粘土の良悪によってガラスの生成贔は異なる

ので、電子顕微鏡によるガラス量も分類に大きな比重

を占める。このため、ムライト、クリストバーライト

などの組合せといくぶん異なる焼成ランクが出現する

ことになるが、この点については第 1表の右端の備考

に理由を記した。

3 X線回折試験結果

3-1 タイプ分類

今回分析した土器と原土は、第1表胎土性状表に示

すように森坂北、森坂、坂東山の各遺跡から出土した

土器と、森坂遺跡の土層断面から採取した原土及び周

辺地域の八坂前、谷久保、広町の各窯跡から出土した

土器である。

分析した士器の大半は高温で焼成された須恵器で、

胎上に含まれる鉱物、粘土鉱物は熱により分解してガ

ラスに変質している。このため、本来の鉱物組成を反

映していない。森坂の原土と低温焼成の坂東山西遺跡

の縄文土器は本来の胎土の鉱物組成を反映している。

土器と原土はA~Hの8タイプに分類された。

ここではこれら低温焼成～高温焼成の土器と自然状

態の原土でタイプ分類した。

Aタイプ： Hbl成分を含み、 Mont,Mica, Chの3

成分に欠ける。

Bタイプ： Mica,Hb,Chの3成分を含み、 Montl

成分に欠ける。

Cタイプ： Mica1成分を含み、 Mont,Hb,Chの3

成分に欠ける。

Dタイプ： Mont,Micaの2成分を含み、 Hb,Chの

2成分に欠ける。

Eタイプ： Montl成分を含み、 Mica,Hb,Chの3

成分に欠ける。

Fタイプ： Mont,Hbの2成分を含み、 Mica,Chの

2成分に欠ける。

Gタイプ： Mont,Hbの2成分を含み、 Mica,Chの

2成分に欠ける。 Fタイプと同じ組成で

あるが、強度が異なるために位置分類が

異なる。

Hタイプ： Mont,Mica, Hb, Chの4成分に欠け

る。闇温で焼成された須恵器は鉱物が熱

で分解してガラスに変質したものと原士

のように本来4成分を含まないもので、

主に、 nAl20s• mSi02 • IH20（アルミ

ナルゲル）で構成されるものの2種類あ

る。

原土の組成と類似するものは縄文土器だけで、須恵

器は熱による鉱物の分解のために原土の組成と対比さ

れるものはない。
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3-2 石英(Qt)一斜長石(Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘

土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土

器を制作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合し

て素地土を作るとういことは個々の集団がもつ土器制

作上の固有の技術であると考え られる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石

比を有している。この比は、後背地の地質条件によっ

て各々異なってくるものであり、言い換えれば各地の

砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有していると言

える。

この固有の比率を有する砂をどの程度粘土中に混入

するかは各々の集団の有する固有の技術の一端と考え

られる。

第2図Qt-Pl図に示すように、土器と原土は I~V 

の5グループと‘その他”に分類された。

Iグループ：石英(Qt)の強度が低い。八坂前、谷久

保、広町の各窯跡出土の土器が集中し、

森坂北遺跡の還元焔焼成の土器が共存

する。また、坂東山遺跡の土器と原士

が混在する。

IIグループ ：坂東山遺跡の土器が集中し、谷久保、

八坂前、広町の各窯跡の土器と森坂北

遺跡の酸化焔焼成の土器が混在する。

IIIグループ：森坂北遺跡の比企型杯、坂東山遺跡の

土器、谷久保窯跡の土器、森坂遺跡の

土器が混在する。

IVグループ：斜長石(Pl)の強度が高く異質なグ

ループで、森坂遺跡の土器と坂東山遺

跡の土器が混在する。

Vグループ：森坂遺跡の土器が集中するグループ

で、半還元烙の森坂北遺跡の土器と坂

東山遺跡の土器が混在する。

‘その他”：森坂北遺跡のミニチュア土器はどのグ

ループにも属さず、異質である。

以上のように、森坂遺跡の土器はQtとPlの強度が高

い領域でグループを形成し、明らかに森坂北、坂東山

遺跡、八坂前、谷久保、広町の各窯との土器とは異な

る。森坂北遺跡と坂東山遺跡の土器は八坂前、谷久保、

広町の各窯跡の土器と同じグループを形成し、関連性

が高い。森坂北遺跡の還元焔焼成の土器は Iグループ

に集中し、八坂前、谷久保、広町の各遺跡の甕と共存

する傾向か認められる。坂東山遺跡の土器は、 IIグルー

プに集中し、谷久保、八坂前、広町の各窯跡、森坂北

遺跡の酸化焔焼成の土器と共存する。

このように、森坂北、坂東山の両遺跡の土器は各窯

跡との関連性力糟忍められるが、森坂遺跡の土器はこれ

らの土器と異質である。

4 化学分析結果

化学分析は第2表化学分析表に示すように10元索

について分析し、これらの結果に基づいて土器を分類

した。

4-I SiOよAl203の相関について

第3図Si02-Al203相関図に示すように、土器と原

土は I~IVの4グループと‘'その他”に分顆された。

Iグループ ：森坂原土が集中し、森坂北遺跡の土器

が混在する。

IIグループ：森坂遺跡の土器が集中し、八坂前、谷

久保窯跡の土器が混在する

IIIグループ：坂東山道跡の土器が集中し、森坂北遺

跡の土器、八坂前、谷久保、広町の各

窯跡の土器が共存する

IVグループ：森坂北遺跡の還元焔焼成の土器と八坂

前、谷久保、広町の各窯跡の土器が混

在する。

＼＇その他”：森坂北遺跡のミニュチュア土器、森坂

-12、13の土器はどのグループにも属

さず、異質である。

以上のように、森坂原土、森坂道跡の土器はSi02の

低い領域で明瞭にグループを形成する。坂東山遺跡、

森坂北遺跡の土器は共存し、八坂前、谷久保、広町の

各窯跡の土器と同じグループを形成し、窯跡の土器と

の関連性力肴忍められる。
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第 2表化学分析表

試料番 号 Na2 MgO Al203 Si02 K2 CaO T10, MnO Fe203 NiO Total 備 考

森坂北一 l 0.90 0.86 18.89 70.05 3.51 0.38 1.03 0.16 4.20 0.02 100.00 杯、 8CL

森坂北ー2 0.41 0.96 19.36 69.09 3.20 0.29 0.96 0.49 5.24 0.00 100.00 杯、8C L 

森坂北ー3 0.98 1.10 23.35 62.31 2.98 0.40 1.15 0.31 7.42 0.00 100.00 杯、 8C L 

森坂北ー4 0.72 1.12 24.60 62.81 3.11 0.52 0.97 0.43 5.64 0.08 100.00 杯、 8C L 

森坂北ー 5 1.08 0.81 21.45 67.60 1.56 0.44 1.36 0.09 5.30 0.31 100.00 杯、 8CL

森坂北ー6 0.34 0.19 31.93 61.67 1.18 0.19 1.18 0.16 3.15 0.00 99.99 杯、 8CL

森坂北ー7 0.85 0.49 20.84 61.81 2.35 0.54 0.71 0.00 12.41 0.00 100.00 碗、 9CL

森坂北ー8 0.36 0.71 33.16 56.94 1.81 0.18 1.20 0.04 5.55 0.04 99.99 杯、9CL

森坂ー9 1.07 0.84 23.84 62.18 3.09 0.38 1.13 0.05 7.42 0.00 100.00 杯、 lOCM~L 

森坂ー10 0.40 0.22 27.50 61.64 1.28 0.21 1.32 〇.01 7.43 0.00 100.01 杯、 lOCM~L 

森坂ー11 0.18 0.25 27.46 62.99 1.44 0.29 1.45 0.06 5.87 0.00 99.99 杯、 lOCM~L 

森坂ー12 1.11 0.00 21.22 71.93 0.84 0.18 0.94 0.00 3.50 0.27 99.99 杯、 lOCM~L 

森坂ー13 0.35 0.00 25.74 66.69 0.99 0.12 1.31 0.01 4.66 0.12 99.99 杯、 lOCM~L 

森坂ー14 0.48 0.47 30.55 58.51 1.47 0.41 1.62 0.03 6.46 0.00 100.00 杯、 lOCM~L 

森坂ー15 0.00 0.30 29.51 61.52 0.61 0.16 1.48 0.32 6.10 0.00 100.00 杯、 lOCM~L 

森坂ー16 0.25 0.06 23.59 61. 76 1.28 0.37 2.47 0.00 10.21 0.00 99.99 杯、 lOCM~L 

森坂ー17 0.21 0.34 30.65 60.22 0.97 0.44 1.86 0.12 5.20 0.00 100.01 碗、 10CM~L

森坂ー18 0.29 0.54 29.29 58.75 1.07 0.31 1.41 0.01 7.80 0.53 100.00 杯、 lOCM~L 

森坂ー19 0.47 0.62 23.87 66.36 0.99 0.13 1. 21 0.02 6.23 0.10 100.00 杯、IOCM~L 

森坂ー20 0.44 0.08 28.42 63.04 0.90 0.11 1.40 0.09 5.42 0.10 100.00 杯、 lOCM~L 

八坂前窯跡ー21 0.67 0.95 20.48 66.79 2.45 0.18 0.93 0.55 7.00 0.00 100.00 杯

八坂前窯跡ー22 0.75 0.98 18.54 69.76 3.27 0.24 0.80 0.24 5.25 0.18 100.01 杯

八坂前窯跡ー23 0.00 1.16 28.52 58.41 2.26 0.26 0.91 0.05 8.43 0.00 100.00 杯

谷久保窯跡ー24 0.25 0.93 22.96 66.03 3.33 0.42 0.82 0.13 5.13 0.00 100.00 杯

谷久保窯跡ー25 0.35 0.89 21.63 63.62 3.21 0.40 1.30 0.33 8.11 0.16 100.00 杯

谷久保窯跡ー26 1.20 1.08 19.10 70.43 3.04 0.24 0.79 0.03 4.09 0.00 100.00 甕

谷久保窯跡ー27 0.28 0.88 21.64 66.06 2.90 0.21 1.03 0.12 6.88 0.00 100.00 杯

谷久保窯跡ー28 0.35 1.12 24.34 62.47 2.96 0.27 1.02 0.53 6.74 0.19 99.99 杯

広町窯跡ー29 0.71 0.84 19.79 62.18 3.57 0.42 1.17 0.67 10.35 0.31 100.01 甕

広町窯跡ー30 0.71 1.00 20.85 65.61 3.33 0.35 0.94 0.32 6.80 0.09 100.00 杯

広町窯跡ー31 1.01 0.90 19.51 68.79 3.32 0.45 0.70 0.39 4.93 0.00 100.00 杯

広町窯跡ー32 1.28 1.12 20.53 66.32 3.30 0.34 1.00 0.00 6.00 0.10 99.99 杯

広町窯跡ー33 0.57 1.08 19.74 62.84 3.66 0.42 1.04 0.83 9.62 0.21 100.01 杯

森坂原土ー 1 0.02 0.34 34.65 56.22 0.57 0.12 1.97 0.32 5.80 0.00 100.01 原土

森坂原土ー2 0.00 0.33 29.73 55.26 0.50 0.22 1.20 0.00 12.76 0.00 100.00 原土

森坂原土ー3 0.12 0.50 31. 75 56.07 0.39 0.25 1.19 0.54 9.08 0.12 100.01 原土

森坂原土ー4 0.00 0.36 28.77 58.21 0.51 0.25 1.17 0.51 10.12 0.09 99.99 原土

森坂原土ー 5 0.08 0.45 27.69 64.78 0.77 0.22 1.40 0.07 4.55 0.00 100.01 原土

森坂原土ー6 0.00 0.38 35.96 58.15 0.92 0.19 1.19 0.24 2.73 0.23 99.99 原土

坂東山一 1 0.59 1.34 21.88 67.30 2.89 0.41 1.06 0.00 4.44 0.10 100.01 杯

坂東山ー 2 0.53 0.79 20.96 64.97 3.11 0.37 1.16 0.94 7.17 0.00 100.00 杯

坂東山ー 3 0.95 1.23 22.01 65.55 3.17 0.25 0.98 0.14 5.71 0.00 99.99 杯

坂東山一4 0.90 0.68 24.44 63.79 2.37 0.29 1.06 0.02 6.36 0.09 100.00 杯

坂東山一5 0.94 1.10 22.07 64.91 3.80 0.32 0.96 0.00 5.90 0.00 100.00 碗

坂東山一6 0.60 0.95 25.17 59.71 3.31 0.33 1.03 0.56 8.25 0.09 100.00 碗

坂東山一7 0.68 0.51 23.27 63.59 3.42 0.34 1.36 0.59 6.02 0.22 100.00 碗

坂東山一8 0.57 1.03 22.75 64.25 3.88 0.22 1.10 0.49 5.72 0.00 100.01 高台杯

坂東山一9 0.42 1.05 22.80 64.21 2.91 0.30 1.29 0.07 6.95 0.00 100.00 高台杯

坂東山ー10 1.15 0.75 21.83 62.68 3.37 0.27 0.99 0.49 8.33 0.16 100.02 杯蓋

坂東山一11 1.12 1.09 20.98 65.42 3.10 0.38 0.90 0.00 6.60 0.40 99.99 杯蓋

板束山西ー12 0.26 0.39 39.83 35.09 0.65 0.06 0.66 1.07 21.13 0.85 99.99 縄文土器

板東山西ー13 0.60 0.38 25.69 63.57 1.51 0.18 1.24 0.14 6.70 0.00 100.01 縄文土器
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4-2 Fe203-MgOの相関について

森坂原土と森坂道跡の土器は、 MgOの値が0.7％以

下の領域に分布し、森坂北遺跡、坂東山遺跡、八坂前、

谷久保、広町の各窯跡の土器はMgOの値が0.7％以

上の領域に分布し、明瞭に分れている。しかし、各領

域では土器は分散して分布し、明瞭なグループに分類

することは困難である。

4-3 K20-CaOの相関について

第3図K20--CaO図に示すように土器と原土は

1~VIの6グループと’'その他”に分類された。

Iグループ： K心が1％以下の領域にあり、森坂原

土で構成される。

IIグループ：森坂遺跡の土器が集中し、森坂北遺跡

のミニチュア土器が混在する。

IIIグループ：森坂道跡の土器が集中し、森坂北遺跡

の土器が混在する。

IVグループ：八坂前窯跡の土器と坂東山遺跡の土器

が混在する。

Vグループ：谷久保、八坂前の各窯跡の土器と坂東

山遺跡の土器、森坂北遺跡の土器が共

存する。

VIグループ：広町窯跡の土器が集中し、谷久保窯跡

の土器、坂東山遺跡の上器、森坂北遺

跡の土器が共存する。

‘その他”:CaOの値が高い領域に森坂北遺跡の土

器が分布し異質である。

k心の高い領域には坂東山遺跡の土器

があり異質である。

以上の結果から明らかな様に、 K心が2％以下の領

域に森坂遺跡の土器と原土が分布し、 2％以上の領域

域にはハ坂前、谷久保、広町窯跡の土器と共存して坂

東山、森坂北遺跡の土器が分布し、明瞭に分れる。

4-4 Fe20けCaO-K20+MgOの相関につい

て

第3図Fe20げ CaO-K20+ MgO図に示すように、

土器はI~IVの6グループと’'その他”に分類された。

Iグループ：森坂遺跡の土器が集中し、森坂北遺跡

のミニチュァ士器と森坂原土が混在す

る。

IIグループ：森坂遺跡の土器が集中する。

IIIグループ ：森坂原土が集中し、森坂道跡の土器が

混在する。

IVグループ：坂東山、森坂北遺跡の土器と谷久保、

八坂前窯跡の土器が共存する。

Vグループ：坂東山道跡の土器が集中し、八坂前、

谷久保、広町の各窯跡の土器が共存し、

森坂北遺跡の土器が混在する。

VIグループ：広町窯跡の土器が集中する。

＼＇その他”：森坂北遺跡の士器が分散して分布し、異

質である。

以上のように、K心＋MgOが2％以下の領域には森

坂遺跡の土器が分布し、森坂原土、森坂北遺跡のミニ

チュァ士器が混在する。2％以上の領域には坂東山、

森坂北遺跡の土器と八坂前、谷久保、広町の各窯跡の

土器が共存し、関連性が伺われる。

5 まとめ

1)土器胎土は、 A~Hの8タイプに分類された。土

器は面温で焼成された須恵器が主体のために高温焼

成にともなう鉱物の分解とガラスの生成により本来

の組成を反映しているものは少ない。森坂原土は遺

跡の土層断面より採取したものであるが、成分的に

は森坂遺跡の土器と類似性が伺われる。

2)石英(Qt)と斜長石(Pl)の相関ではQtとPlの強度

が高い領域に森坂遺跡の土器が分布し、QtとPlの強

度が低い領域には森坂北、坂東山遺跡の土器が八坂

前、谷久保、広町の各窯跡の土器と共存し、遺跡と

窯跡の間には関連性認められる。

3)科学分析結果でもQt-Plの関係と同じ傾向が認め

られる。

Si02-Al凸の相関ではSi02の値が低い領域に

は森坂遺跡の土器と原土が分布し、高い領域には森

坂北、坂東山遺跡の土器、八坂前、谷久保、広町の

各窯跡土器が共存して分布する。
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Fe203-MgOの相関ではMgOの値が低い領域に

は森坂遺跡の土器と森坂原土が分布し、

は森坂北、坂東山遺跡の土器、八坂前、谷久保、広

町の各窯跡の土器が共存して分布する。

このように、森坂遺跡の土器は明らかに森坂北、

第 1図 Mo-M i -Hb 三角ダイヤグラム • Mo-Ch, Mi-Hb菱形ダイヤグラム
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高い領域に

坂東山遺跡の土器や八坂前、谷久保、広町の各窯跡

の土器とは異質である。森坂北、坂東山の両遺跡の

土器は明らかに八坂前、谷久保、広町の各窯跡の土

器と成分力逮且似しており、関連性が高いと判断され

る。
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第 3図 Si02―Al203 • K20-Ca0 • Fe203+CaO-K20+MgO図
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写真図版



航空写真（北側から）

同上（南側から）
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第1号柄鏡形敷石住居跡確認状況

同上調査状況
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坂東山遺跡

第1号柄鏡形敷石住居跡敷石除去作業状況

同上全景（東側から） 同上張出部敷石施設状況

同上炉址土層 同上張出部土器出土状況
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第2号柄鏡形敷石住居跡調査状況

： 
同上敷石除去作業状況
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坂東山遺跡

第2号柄鏡形敷石住居跡土層 同左石皿施設状況

第2号柄鏡形敷石住居跡炉址 同左張出部敷石施設状況
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第16号土壊土層 同左全景

第17号土塙全景 第18号土壊全景

第37号土壊土器出土状況 第55号土壊全景
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第27号土塙全景

~—•Sa_•一—
第59号土壊遺物出土状況

第60号土壊遺物出土状況

第61号土塙土器出土状況
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第53号土塙全景

第78号土塙遺物出土状況
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第3 • 4号住居跡土層

同上全景
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